
住民意識調査の結果について（報告）

１．調査項目

(1) 四万十川の保全に対する取組み

（2）四万十川との関わり

（3）環境を守る行動や意欲

（4）通信手段について

（5）居住意思と満足度

２．調査対象

（1）母集団 四万十川流域５市町村 18歳以上の者

（2）標本数 1,000 人

（3）抽出法 層化抽出法（市町村合併後の新市町村単位でなく旧市町村単位での抽出を行う）

梼原町、津野町（旧東津野村）、四万十町（旧窪川町、旧大正町、旧十和村）、

四万十市（旧中村市、旧西土佐村）、中土佐町（旧大野見村）

※分析にあたり上記の８地区を、流域に対応した以下の３居住地域に分類する。

上流域：梼原町、旧東津野村、旧大野見村

中流域：旧十和村、旧大正町、旧窪川町

下流域：旧中村市、旧西土佐村

３．調査期間 平成 29年 10 月５日～10 月 27 日

４．調査方法 郵送法

５．有効回収数（率） 474 人（47.4％）
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調査対象者の基本的属性は以下のとおり。

◇性別（N=474）

男性

47.3％
女性

51.7％

無回答

1.1％

45.4

47.3

54.6

51.7

1.1

0% 50% 100%

平成24年度

平成29年度

◇性別（前回との比較）

男性 女性 無回答

（ N= 518）

（ N= 474）

◇年齢（ N= 474）

20歳代

5.1%80歳代

14.3%

40歳代

11.0%

30歳代

8.2%

10歳代

1.3%

70歳代

19.2%

60歳代

24.9%
50歳代

15.4%

無回答

0.6%

3.9

9.7 9.8 18.1 58.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 無回答

5.1 8.2 11.0 15.4 24.9 19.2 14.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成29年度

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳代 無回答

（ N= 518）

（ N= 474）
1.3

◇「 前回と の比較」

◇居住地域別（N=474）

無回答

2.1%

上流

12.2%

中流

28.1%
下流

57.6%

檮原町

旧東津野村

旧大野見村

旧中村市

旧西土佐村

旧窪川町

旧大正町

旧十和村

12.2

15.1

28.1

30.7

57.6

54.2

2.1平成29年度

平成24年度

◇居住地域別（前回との比較）

上流 中流 下流 無回答

（ N= 518）

（ N= 474）

0 100（ % ）50
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14.3

6.5

25.3

10.8

1.1

4.9

32.9

1.3

3.0

自営業（ 農林漁業）

自営業（ 商工サービス業）

常勤職（ 正社員・ 正職員など）

非常勤（ 臨時・ パート ・ アルバイ ト など）

その他の有職（ 医師・ 弁護士・ 僧侶など）

専業主婦・ 主夫

無職（ 年金生活者など）

学生

無回答

0 5 10 15 20 25 30 35

◇職業別（N=474）

（%）

13.3

14.8

10.2

6.7

23.2

26.1

10.8

11.1

1.5

1.1

5.4

5.0

34.9

33.9

0.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成29年度

◇職業別（ 前回と の比較）

自営業（ 農林漁業）

自営業（ 商工サービス業）

常勤職（ 正社員・ 正職員など）

非常勤（ 臨時・ パート ・ アルバイ ト など）

その他の有職（ 医師・ 弁護士・ 僧侶など）

専業主婦・ 主夫

無職（ 年金生活者など）

学生

（ N= 518）

（ N= 460）

23.6 

5.9 

8.4 

5.9 

7.2 

6.5 

54.0 

6.8 

子供はいない

乳児・ 幼児

小学生

中学生

高校生

大学生・ 大学院生

学校は卒業し た

無回答

0 20 40 60

◇子供の成長段階（N=474）

(%)

22.0

23.6

5.4

5.9

7.5

8.4

4.1

5.9

5.0

7.2

4.6

6.5

63.7

54.0 6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成29年度

◇子供の成長段階（ 前回と の比較）

子供はいない 乳児・ 幼児 小学生

中学生 高校生 大学生・ 大学院生

学校は卒業し た 無回答

（ N= 518）

（ N= 474）
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調査結果（概要）
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◇問１ あなたは、「公益財団法人四万十川財団」という組織をご存じですか。

●全体：「知らない」66.6％、「名前を知っている」30.2％、「名前とどのようなこ

とをしているかを知っている」3.3％。

●性別での比較

・男性は「知らない」64.1％、「名前を知っている」31.8％、「名前とどのような

ことをしているかを知っている」4.1％。

・女性は「知らない」69.2％、「名前を知っている」28.3％、「名前とどのような

ことをしているかを知っている」2.5％。

●年齢での比較

・「知らない」と答えた人の

割合は 10 歳代が 100％と最

も高く、概ね年齢が高くな

るほど低下し、80 歳代では

58.7％と最も低かった。

・「名前を知っている」と答え

た人の割合は 80 歳代が

41.3％と最も高く、次いで

40 歳代の 33.3％であった。

・「名前とどのようなことをしているかを知っている」と答えた人の割合は 30 歳

代の 7.7％が最も高く、総じて全年齢層において低い割合であった。

●居住地域（上流、中流、下流）での比較

・「知らない」と答えた人の割合は下流域が最も高く 72.6％、次いで上流域の

70.9％であり、中流域では 52.3％と他の地域に比べて低い割合であった。

・「名前を知っている」と「名前とどのようなことをしているかを知っている」

と答えた人の割合は中流域では 47.7％と、他の地域に比べて高い割合を占めた。

◇問２ あなたは、「四万十川条例」をご存じですか

●全体：「知らない」63.3％、「名前を知っている」31.2％、「名前と内容を知って

いる」5.5％。

●性別での比較

・男性は「知らない」56.8％、「名前を知っている」36.0％、「名前と内容を知っ

ている」7.2％。

・女性は「知らない」69.7％、「名前を知っている」26.2％、「名前と内容を知っ

ている」4.1％。

●年齢での比較

・「知らない」と答えた人の割合は 20 歳代、30 歳代、70 歳代ではいずれも 70％

以上と高く、50 歳代、60 歳代では 60％以下とやや低かった。

１．四万十川の保全に対する取り組み

100.0

83.3

71.8

66.7

67.1

64.0

65.9

58.7

12.5

20.5

33.3

27.4

32.5

30.7

41.3

4.2

7.7

5.5

3.5

3.4

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

知ら ない 名前を知っ ている 名前と どのよう なこ と をし ているかを知っ ている

100(% )0 20 40 60 80

◇「 公益財団法人四万十川財団」 と いう 組織を知っているか
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・「名前と内容を知っている」と答えた人の割合は 10 歳代が 16.7％と最も高く、

次いで 50 歳代の 15.1％であった。

●居住地域（上流、中流、下流）での比較

・「知らない」と答えた人

の割合は上流域が

67.2％で最も高く、次い

で下流域の 65.7％であ

り、中流域では 54.9％と

他の地域に比べてやや低

い割合であった。

・「名前を知っている」と「名前と内容を知っている」と答えた人の割合は中流

域が 45.1％と、他の地域に比べて高い割合であった。

◇問３ あなたは、この 1年間に仕事以外で川に出かけたことがありますか。

ある：47.9％ ない：52.1％

◇問４「ない」 と答えた理由

＜ある と答えた人について＞

◇問５ この１年間にどれくらい川に出かけましたか。

●頻度：「毎日、ほぼ毎日」5.4％、「週 1～2回くらい」10.0％、「月 1～2 回くらい」

19.5％であり、34.9％が「月に 1～2 回くらい」以上は川に出かけている。しか

し、「月 1～2 回くらい」以上川に出かける人の割合は前回より 9.1 ポイント減少。

●性別での比較：「月に 1～2回くらい」以上と答えた人の割合

・男性 43.7％・女性 24.5％

●年齢での比較

・「毎日、ほぼ毎日」と答えた人の割合は 20 歳代が 16.7％（前回 0％）と最も高

い。

・「年に 1～2回くらい」しか川に出かけないと答えた人の割合は 30 歳代が 70.8％

と最も高い。

・「月に 1～2 回くらい」以上川に出かけた人の割合は、全ての世代において減少。

●居住地域（上流、中流、下流）での比較

・「月に 1～2 回くらい」以上と答えた人の割合はすべての地域で減少（前回に比

べ 5.4～14.2 ポイント）。

２．四万十川との関わり

◇「四万十川条例」を知っているか

67.2 

54.9 

65.7 

31.0 

36.8 

29.2 

1.7 

8.3 

5.2 

上流域

（ N= 58）

中流域

（ N= 133）

下流域

（ N= 271）

知らない 名前を知っている 名前と内容を知っている

0 20 40 8060 100(% )

18.3

39.2

38.3

12.1

その他

興味がない

時間がない

危険である

0.0 20.0 40.0 60.0

◇川に出かけなかっ た理由（ 複数回答）

(N= 240)
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◇問６ あなたは、この１年間に川で、誰と何をしましたか。

＜誰と出かけたか＞

●全体

・「ひとり」40.4％（前回

から 7.4 ポイント減）。

・「友人、知人」37.2％（前

回から 1.0 ポイント増）。

・「家族（小学生以下の子どもを含む）」

32.6％（前回から 1.1 ポイント増）。

●性別での比較

・男性は「ひとり」が 51.7％、女性は「家族（小学生以下の子どもを含む）」

が 37.5％と最も多かった。

●年齢での比較

・「家族（小学生以下の子どもを含む）」は 30 歳代が 62.5％と最も高く、40 歳

代の 44.1％がこれに次いだ。

・「友人・知人」は 20 歳代が 75.0％と卓越して高く、50 歳代が 43.3％とこれ

に次いだ。

・「ひとり」は 60 歳代以上が 52.8％と最も高く、20 歳代が 41.7％とこれに次

いだ。

●居住地域での比較

・上流域では「友人・知人」が 43.5％と最も高く、「ひとり」が 39.1％とこれ

に次いだ。

・中流域では「ひとり」が 44.2％、「友人・知人」が 42.3％と、ともに高い割

合を占めた。

・下流域では「ひとり」が 40.9％と最も高く、「家族（小学生以下の子どもを

含む）」、「友人・知人」がともに 35.6％とこれに次いだ。

＜川で何をしたか＞

●全体

・「家族（小学生以下含む）」で最も多いのは「水泳、水遊び」で 67.6％。

・「家族（小学生以下含まない）」は「散歩、ジョギング、散策」で 33.3％。

・「親類」は「水泳、水遊び」で 44.7％。

・「友人、知人」は「釣り、魚とり」で 30.9％。

・「ひとり」は「散歩、ジョギング、散策」で 50.0％。

40.4 

37.2 

32.6 

23.4 

17.4 

10.6 

47.8 
36.2 

31.5 

20.3 

11.6 

15.2 

ひと り

友人、 知人

家族（ 小学生以下の子ども を含む）

家族（ 小学生以下の子ども を含まない）

親類

その他

◇「 誰と 出かけたか」

平成29年度(N= 218) 平成24年度(N= 276)

（ % ）0 5040302010
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●性別での比較 「誰と」について最も多い項目およびその人と「何をしたか」

男性：「ひとり」→「散歩、ジョギング、散策」「釣り、魚とり」46.7%

女性：「家族（小学生以下の子どもを含む）」→「水泳、水遊び」72.2%

●年齢での比較 「誰と」について最も多い項目およびその人と「何をしたか」

10 歳代：「友人、知人」→「水泳、水遊び」100％

「ひとり」→「散歩、ジョギング、散策」100％

20 歳代：「友人、知人」→「水泳、水遊び」44.4%

30 歳代：「家族（小学生以下の子供を含む）」→「水泳、水遊び」86.7%

40 歳代：「家族（小学生以下の子供を含む）」→「水泳、水遊び」73.3%

50 歳代：「家族（小学生以下の子供を含む）」→「釣り、魚とり」50.0%

60 歳代：「ひとり」→「釣り、魚とり」が 51.5%

70 歳代：「ひとり」→「散歩、ジョギング、散策」61.1%

80 歳代：「ひとり」→「散歩、ジョギング、散策」「釣り、魚とり」50.0%

●居住地域での比較 「誰と」について最も多い項目および

その人と「何をしたか」

上流域：「友人、知人」→「釣り、魚とり」40.0%

中流域：「友人、知人」→「釣り、魚とり」31.8%

下流域：「家族（小学生以下の子どもを含む）」→「水泳、水遊び」63.8%

＜環境を守るために日頃どのような行動を行っているか＞

●全国調査との比較：

・比較した 6項目中 3

項目において調査地

域の『実施率』が全

国調査の『実施率』

を下回った。

・実施率が全国調査よ

りも上回っている

項目：「ゴミは地域

のルールに従い分

別して出すようにしている」94.3％（全国調査より 8.0 ポイント多い）、「使

22.5%

5.6%

67.6%

32.4%

0.0%

18.3%

2.8%

5.6%

散歩、ジョギング、散策

野草摘み（花摘み、山菜採りなど）

水泳、水遊び

釣り、魚とり

ボート、カヌーなど

キャンプ、バーベキュー

清掃活動などのボランティア活動

その他

◇「 家族（ 小学生以下の子ども を 含む） と 川で何をし た か」

0 80(% )6020 40

27.2%

7.4%

23.5%

30.9%

3.7%

16.0%

18.5%

16.0%

散歩、 ジョ ギング、 散策

野草摘み（ 花摘み、 山菜採り など）

水泳、 水遊び

釣り 、 魚と り

ボート 、 カ ヌ ーなど

キャ ン プ、 バーベキュ ー

清掃活動などのボラ ンティ ア活動

その他

◇「 友人、 知人と 川で何を し たか」

0 20 40(% )

３．環境を守る行動や意欲

94.3 

85.4 

79.7 

71.3 

66.9 

25.5 

86.3

74.6

79.7

76.4

69.1

40.0

ゴミ は地域のルールに従い分別し て出すよう に

し ている

使っ た油は流し から 流さ ないよう にし ている

日常の生活で電気はこ まめに消し ている

日常の生活で節水に気をつけている

日常生活においてでき るだけゴミ を出さ ないよ

う にし ている

不用品をバザー、 フ リ ーマーケッ ト などのリ サ

イ ク ルに回し ている

◇「環境を守るために日頃どのようなことをおこなっているか」全国調査（平成

28年度）との比較（「いつも行っている」＋「だいたい行っている」）

本調査 全国

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 100（ % ）
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った油は流しから流さないようにしている」85.4%（全国調査より 10.8 ポイ

ント多い）。

・実施率が全国よりも下回っている項目：「日常の生活で節水に気をつけてい

る」71.3％（全国調査より 5.1 ポイント低い）、「日常生活においてできるだ

けゴミを出さないようにしている」66.9％（全国調査より 2.2 ポイント低い）、

「不用品をバザー、フリーマーケットなどのリサイクルに回している」

25.2％（全国調査より 14.5 ポイント低い）。

●性別での比較

・13 項目中 12 項目において、男性より女性のほうが実施率が高い。

男性：

＜実施率が高い項目＞

・「ゴミは地域のルールに従い分別して出すようにしている」92.7％

・「ビン、カン、ペットボトルは分別してリサイクルに回している」86.4％

・「使った油は流しから流さないようにしている」79.5％

＜実施率が低い項目＞

・「不用品をバザー、フリーマーケットなどのリサイクルに回している」24.1％

・「米のとぎ汁やみそ汁などは流しから流さないようにしている」28.3％

・「風呂の残り湯は、せんたく、そうじ、庭の水やりなどに再利用している」34.5％

女性：

＜実施率が高い項目＞

・「ゴミは地域のルールに従い分別して出すようにしている」95.8％

・「使った油は流しから流さないようにしている」91.0％

・「ビン、カン、ペットボトルは分別してリサイクルに回している」90.9％

＜実施率が低い項目＞

・「米のとぎ汁やみそ汁などは流しから流さないようにしている」25.6％

・「不用品をバザー、フリーマーケットなどのリサイクルに回している」27.1％

・「風呂の残り湯は、せんたく、そうじ、庭の水やりなどに再利用している」38.2％

●年齢での比較

＜全年齢層において実施率が高い項目＞

・「ゴミは地域のルールに従い分別して出すようにしている」（平均 93.6％）

・「ビン、カン、ペットボトルは分別してリサイクルに回している」（平均 85.6％）

・「使った油は流しから流さないようにしている」（平均 79.1％）

＜全年齢層において実施率が低い項目＞

・「米のとぎ汁やみそ汁などは流しから流さないようにしている」(平均 22.9％)

・「不用品をバザー、フリーマーケットなどのリサイクルに回している」

（平均 23.8％）

・「風呂の残り湯は、せんたく、そうじ、庭の水やりなどに再利用している」

（平均 30.2％）

＜特定の年齢層において実施率が低い項目＞

・「風呂の残り湯は、せんたく、そうじ、庭の水やりなどに再利用している」と
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「不用品をバザー、フリーマーケットなどのリサイクルに回している」10 歳

代で 0%

・「米のとぎ汁やみそ汁などは流しから流さないようにしている」30 歳代で 0％

●居住地域での比較

・すべての居住地域において「ゴミは地域のルールに従い分別して出すように

している」が最も実施率の高い項目となっている。居住地域による大きな違

いは認められなかった。

◇問８ あなたのご家庭では、日頃、流しの排水口や三角コーナーで水切り袋などを使っ

ていますか。

・「いつも使っている」67.0％（前回調査より 2.5 ポイント増加）

・「全く使っていない」12.4％（前回から 1.9 ポイント減少）

◇問９ あなたのご家庭では、日頃、家庭から出る生ゴミのたい肥化に取り組んでいます

か。

・「全くしていない」51.9％（前回から 3.2 ポイント増加）

・「いつもしている」20.9％（前回から 2.5 ポイント減少）

◇問 10 あなたは、環境に関する活動に参加したことがありますか。

ある：42.3％ ない：57.7％

◇問 11「ない」と答えた理由

◇問 12 四万十川やその流域の環境を保全するために、寄付を募るとすれば協力してもよ

いと思いますか。

思う：77.3％（前回から 4.3 ポイント減少）

思わない：22.7％（前回から 4.3 ポイント増加）

◇問 13 1 か月あたり協力しても良いと思う金額は。

●全体

・「300 円くらいまで」以上の金額を回答した人の割合は前回調査の 61.4％から

64.2％へと 2.8 ポイント増加。

・「～1,000 円くらいまで」以上の金額を答えた人の割合は 23.0％（前回から 4.4

ポイント増加）

●性別での比較

・男性では「～100 円くらいまで」が最も多く 31.7％、次いで「～1,000 円くら

いまで」が 28.3％。

40.8

32.8

23.7

14.9

時間がない

活動自体を 知ら ない

興味関心がない

その他

「 ◇環境に関する活動に参加し なかった理由」

0 50(% )3010 20 40
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・女性では「～500 円くらいまで」が最も多く 28.3％、次いで「～100 円くらい

まで」が 27.3％。

●年齢での比較

・「～300 円くらいまで」以上の金額を回答した人の割合が最も高いのは 30 歳代

の 85.7％で、次いで 50 歳代の 71.1％。

・前回調査と比較すると、特に 30 歳代の「～1,000 円くらいまで」と答えた人の

割合が大幅に増加。（前回から 29.2 ポイント増加）。

●居住地域での比較

・今回調査では居住地域ごとの金額に明瞭な差は認められなかった。

・前回調査と比べ、中流域、下流域は大きな変化はなかったが、上流域のみ「～

300 円くらいまで」の金額を回答した人の割合が低下し（前回から 6.8 ポイン

ト減少）、一方で「～500 円くらいまで」以上の金額を回答した人の割合は増加

（前回から 6.8 ポイント増加）。

◇問 14 あなたは、携帯電話やスマ－トフォンなどを持っていますか。

持っている：83.6％（前回から 5.4 ポイント増加）

持っていない：16.4％（前回から 5.4 ポイント減少）

◇問 15 日頃、携帯電話やスマ－トフォンでインタ－ネットを利用していますか。

●全体

・「いつも

利用し

ている」

と答え

た人の

割合は 38.7％、「まあ利用している」と答えた人の割合は 14.7％で、これら

を合わせた「利用率」は 53.4％となっており、前回調査の 34.3％から 19.1

ポイント増加。特に「いつも利用している」と答えた人の割合が前回の 19.5％

から 38.7％へと大幅に増加。

●性別での比較

・前回調査と同様に男性の方が「持っている」と答えた人の割合が高い。男性

は前回の83.2％から88.1％へ4.9ポイント、女性は前回の74.0％から80.4％

へ 6.4 ポイント増加。

●年齢での比較

・20 歳～40 歳代において「持っている」と答えた人の割合が 100％となってい

る。また、すべての年代において「持っている」と答えた人の割合が前回よ

りも増加。

４．通信手段について

19.5

38.7

14.8

14.7

19.8

14.4

46.0

32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成29年度

◇「携帯電話でのネット利用状況」

いつも利用している まあ利用している あまり利用していない 全く利用していない

（ N= 387）

（ N= 497）

問１６へ
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●居住地域での比較

・「持っている」と答えた人の割合は下流域が 86.8％と最も高い。前回と比較

すると、上流域のみ「持っている」と答えた人の割合が 7.1 ポイント減少。

◇問 16 あなたのお宅では、パソコンなどでインタ－ネットが利用できますか。

●全体

・「利用できる」と

答えた人の割合

は 44.0％で、前

回調査の 42.7％

から 1.3 ポイン

ト増加している。

●性別での比較

・男女で割合に大きな差はない。前回と比較すると男性はわずかに減少してい

たものの、女性は 4.3 ポイント増加。

●年齢での比較

・「利用できる」と答えた人の割合が最も多かったのは 30 歳代の 84.2％で、前

回の 62.0％から大幅に増加。また、40 歳代においても前回の 68.6％から

76.9％と 8.3 ポイント増加。

●居住地域での比較

・「利用できる」と答えた人の割合は前回同様中流域が 46.1％と最も高い。中

流域では前回と全く変化がないが、その他の地域においてはどちらも「利用

できる」と答えた人の割合が増加。

◇問 17 今お住まいのこの地域にずっと住み続けたいと思いますか。

そう思っている：86.8%（前回から 1.4 ポイント増加）

そう思っていない：13.2%（前回から 1.4 ポイント減少）

●性別での比較

・前回調査と比べ、男性は 86.6％から 88.7％と 2.1 ポイント、女性は 84.3％

から 84.8％と 0.5 ポイント増加。

●年齢での比較

・30 歳～60 歳代以上は「そう思っている」と答えた人の割合が 8割以上と高く

なっている。特に 30 歳代においては、「そう思っている」と答えた人の割合

が 89.7％と前回から 23.7 ポイントの大幅増。

・20 歳代では「そう思っている」と答えた人の割合は 54.2％と全年代中最も低

い。

５．居住意思と生活の満足度

42.7

44.0

57.3

56.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成29年度

◇「自宅でのネット利用の可否」

利用できる 利用できない

（ N= 513）

（ N= 474）
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●居住地域での比較

・「そう思っている」と答えた人の割合が最も高いのは下流域で 88.9％。上流

域のみ前回と比較して「そう思っている」人の割合が 4.5 ポイント減少。

◇問 18 今お住まいの地域を総合的にみて、どの程度満足していますか。

●全体

・「満足している」と答えた人の割合は 25.4％、「まあ満足している」と答えた

人の割合は 43.2％で、この 2項目を合わせた『満足率』は 68.6％となり、前

回調査の 67.5％から 1.1 ポイント増加。

●性別での比較

・男性と女性の割合に大差はない。また、「満足している」と答えた人の割合は、

男女ともに前回よりもわずかに増加。

●年齢での比較

・20 歳代を除くすべての年代で満足率が増加。20 歳代では「満足している」と

答えた人の割合は前回に比べ 10.8 ポイント増加したが、「まあ満足している」

と答えた人の割合が 21.7 ポイント低下し、その結果満足率は 54.1％と前回

より 10.9 ポイント低下。

●居住地域での比較

・満足率は全流域で約 7割と高くなっている。また『満足率』については中流

域のみ前回より減少しているものの、「満足している」と答えた人の割合はす

べての地域で増加している。

◇問 19 今お住まいの地域に関して、どの程度満たされていますか。

＜満足度が高い項目＞

・「まわりに親しめる自然があること」74.3％

・「日々の買い物など日常生活に不便がないこと」42.9％

・「適切な診察や治療が受けられること」41.0％

＜満足度が低い項目＞

・「収入が年々確実に増えること」5.5％

・「能力があって努力すれば誰もがふさわしい地位や収入が得られること」8.0％

・「市や町の政治に住民の要望や意見が十分採り入れられること」10.1％

●前回との比較

・「地震・水害・火災などへの対応がしっかりしていること」と答えた人の割合は

前回より 9.0 ポイント増加。

・「小・中学校で子どもの能力を伸ばせる教育が受けられること」と答えた人のう

ち、「小・中学校」の子どもがいると答えた人の割合は 38.7％と前回より 18.7

ポイント増加。
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・「高校で自分の目的に合った教育が受けられること」と答えた人のうち、「高校生」

の子どもがいると答えた人の割合は 37.0％と前回より 17.0 ポイント増加。

22.8

26.3

20.0

38.7

0 10 20 30 40 50

H24全体

H29全体

H24小・ 中学生の子ども がいる

H29小・ 中学生の子ども がいる

「 小・ 中学校で子ども の能力を伸ばせる教育が受けら れるこ

と 」 ×「 小・ 中学校」 の子どもがいると 答えた人

15.7

17.9

20.0

37.0

0 10 20 30 40

H24全体

H29全体

H24高校生の子ども がいる

H29高校生の子ども がいる

「 高校で自分の目的に合っ た教育が受けら れるこ と 」

×「 高校生」 の子ども がいると 答えた人
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単純集計結果
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１．四万十川の保全に対する取組

【「公益財団法人四万十川財団」という組織を知っているか】

「知らない」66.6%

「名前を知っている」30.2%

「名前とどのようなことをしているかを知っている」3.3%

【「四万十川条例」を知っているか】

「知らない」と答えた人が 63.3%

「名前を知っている」と答えた人 31.2%

「名前とどのようなことをしているかを知っている」5.5%

＜特記事項＞

問1、 問 2ともに「知らない」と答えた人が 6割以上を占め、依然「公益財団法人四万十川財団」

及び「四万十川条例」の認知度が低いことがうかがえた。

◇「 公益財団法人四万十川財団」 と いう 組織を知っ ているか

（ N= 461)

知ら ない

66.6％

名前を知っ ている

30.2％

名前と どのよう なこ と を

し ているかを知っ ている

3.3％

◇「 四万十川条例」 を知っ ているか(N = 471)

知ら ない

63.3％

名前を知っ ている

31.2％

名前と どのよう なこ と を

し ているかを知っ ている

5.5％
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２．四万十川との関わり

【この１年間に仕事以外で川に出かけたことがあるか】

「ある」47.9%（前回から 5.9 ポイント減少）、「ない」52.1%

→「ある」と答えた人について

＜頻度＞

割合が高い項目：「年 1～2回くらい」43.9%、「2～3ヶ月に 1回くらい」21.3%、

「月 1～2回くらい」19.5%

これらを合わせると、34.9％が「月に 1～2回くらい」以上は川に出かけている。

（前回から 9.1 ポイント減少）

＜誰と出かけたか＞（複数回答）

割合が高い項目：「ひとり」40.4％（前回から 7.4 ポイント減少）

「友人、知人」37.2％（前回から 1.0 ポイント増加）

「家族（小学生以下の子どもを含む）」32.6％（前回から 1.1 ポイント増加）

＜川で何をしたか＞（複数回答）

“誰と”ごとに割合が高い項目：

「家族（小学生以下含む）」「水泳、水遊び」67.6％

「家族（小学生以下含まない）」と「散歩、ジョギング、散策」33.3％

「親類」と「水泳、水遊び」44.7％

「友人、知人」と「釣り、魚とり」30.9％

「ひとり」で「散歩、ジョギング、散策」50.0％

「その他（の人）」と「清掃活動などのボランティア活動」60.9％

＜特記事項＞

・四万十川流域に暮らす人の半数近くが川に出かけている。（そのうちの約 3割の人が月に 1回

以上は川に出かけている）

・「ひとり」および「その他」と出かけた人は減少している一方、「親類」と出かけた人は 5.8 ポ

イント増加している。

・「家族（小学生以下の子どもを含む）」および「親類」と出かけた人の多くは「水泳、水遊び」

を、「ひとり」で出かけた人の多くは「散歩、ジョギング、散策」を、「その他（の人）」とは

「清掃活動などのボランティア活動」が高い割合となっており、誰と出かけるかによって目的

が明瞭に異なっていることがうかがえる。
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「ある」と答えた人の回答

ある 47.9 

ある 53.8 

ない 52.1 

ない 46.2 

平成29年度(N= 470)

平成24年度(N= 517)

◇「 こ の1年間に仕事以外で川に出かけたこ と があるか」

0 20 40 60 80 100(%)

5.4 

6.5 

10.0 

13.0 

19.5 

24.5 

21.3 

17.7 

43.9 

38.3 

平成29年度(N= 221)

平成24年度(N= 277)

毎日、 ほぼ毎日 週１ ～２ 回く ら い

月１ ～２ 回く ら い ２ ～３ ヶ 月に１ 回く ら い

年１ ～２ 回く ら い

◇「 川に行く 頻度」

0 20 40 60 80 100(%)

40.4 

37.2 

32.6 

23.4 

17.4 

10.6 

47.8 
36.2 

31.5 

20.3 

11.6 

15.2 

ひと り

友人、 知人

家族（ 小学生以下の子ども を含む）

家族（ 小学生以下の子ども を含まない）

親類

その他

◇「 誰と 出かけたか」

平成29年度(N= 218) 平成24年度(N= 276)

（ % ）0 5040302010
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→「ない」と答えた人について（複数回答）

【川にでかけなかった理由】

「興味がない」39.2%、「時間がない」38.3%、

「その他」18.3%、「危険である」12.1%

18.4%

7.9%

44.7%

31.6%

2.6%

7.9%

5.3%

10.5%

散歩、 ジョ ギング、 散策

野草摘み（ 花摘み、 山菜採り など）

水泳、 水遊び

釣り 、 魚と り

ボート 、 カ ヌ ーなど

キャ ンプ、 バーベキュ ー

清掃活動などのボラ ンティ ア活動

その他

◇「 親類と 川で何をし たか」

40200 60(% )

27.2%

7.4%

23.5%

30.9%

3.7%

16.0%

18.5%

16.0%

散歩、 ジョ ギング、 散策

野草摘み（ 花摘み、 山菜採り など）

水泳、 水遊び

釣り 、 魚と り

ボート 、 カ ヌ ーなど

キャ ンプ、 バーベキュ ー

清掃活動などのボラ ンティ ア活動

その他

◇「 友人、 知人と 川で何をし たか」

0 20 40(% )

50.0%

11.4%

3.4%

34.1%

2.3%

0.0%

12.5%

13.6%

散歩、 ジョ ギング、 散策

野草摘み（ 花摘み、 山菜採り など）

水泳、 水遊び

釣り 、 魚と り

ボート 、 カ ヌ ーなど

キャ ンプ、 バーベキュ ー

清掃活動などのボラ ンティ ア活動

その他

◇「 ひと り で川で何を し たか」

0 20 40 60(% )

17.4%

4.3%

13.0%

4.3%

4.3%

0.0%

60.9%

8.7%

散歩、 ジョ ギング、 散策

野草摘み（ 花摘み、 山菜採り など）

水泳、 水遊び

釣り 、 魚と り

ボート 、 カ ヌ ーなど

キャ ンプ、 バーベキュ ー

清掃活動などのボラ ンティ ア活動

その他

◇「 その他と 川で何をし たか」

0 4020 60 80(% )

22.5%

5.6%

67.6%

32.4%

0.0%

18.3%

2.8%

5.6%

散歩、ジョギング、散策

野草摘み（花摘み、山菜採りなど）

水泳、水遊び

釣り、魚とり

ボート、カヌーなど

キャンプ、バーベキュー

清掃活動などのボランティア活動

その他

◇「 家族（ 小学生以下の子ども を含む） と 川で何を し た か」

0 80(% )6020 40

33.3%

9.8%

21.6%

25.5%

7.8%

9.8%

11.8%

13.7%

散歩、 ジョ ギング、 散策

野草摘み（ 花摘み、 山菜採り など）

水泳、 水遊び

釣り 、 魚と り

ボート 、 カ ヌ ーなど

キャ ンプ、 バーベキュ ー

清掃活動などのボラ ンティ ア活動

その他

◇「 家族（ 小学生以下の子ども を 含まない） と 川で何を し たか」

200 40(% )

18.3

39.2

38.3

12.1

その他

興味がない

時間がない

危険である

0.0 20.0 40.0 60.0

◇川に出かけなかっ た理由（ 複数回答）

(N= 240)
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３．環境を守る行動や意欲

【環境を守る行動】

環境を守るために日頃行っている行動についての質問で「いつも行っている」と「だいたい行ってい

る」を合わせた『実施率』を項目ごとにまとめ、環境省の「環境にやさしいライフスタイル実態調査（平

成 28年度）」と比較した。

実施率が全国調査よりも上回っている項目：

・「ゴミは地域のルールに従い分別して出すようにしている」94.3%

（全国調査より 8ポイント高い）

・「使った油は流しから流さないようにしている」85.4%（全国調査より 10.8 ポイント高い）

実施率が全国よりも下回っている項目：

・「日常の生活で節水に気をつけている」71.3%（全国調査より 5.1 ポイント低い）

・「日常生活においてできるだけゴミを出さないようにしている」66.9%

（全国調査より 2.2 ポイント低い）

・「不用品をバザー、フリーマーケットなどのリサイクルに回している」25.2%

（全国調査より 14.5 ポイント低い）

実施率が全国調査と同じ項目：

・「日常の生活で電気はこまめに消している」79.7%

＜特記事項＞

・比較した 8項目中 3項目において本調査の『実施率』が全国調査の『実施率』を下回った。

・特に「不用品をバザー、フリーマーケットなどのリサイクルに回している」の実施率は、全国調

査と比較して 14.5 ポイントと大きく下回り、バザ－、フリ－マ－ケットへのなじみが薄いこと

がうかがえる。

94.3 

85.4 

79.7 

71.3 

66.9 

25.5 

86.3

74.6

79.7

76.4

69.1

40.0

ゴミ は地域のルールに従い分別し て出すよう にし ている

使っ た油は流し から 流さ ないよう にし ている

日常の生活で電気はこ まめに消し ている

日常の生活で節水に気をつけている

日常生活においてできるだけゴミ を出さ ないよう にし てい

る

不用品をバザー、 フ リ ーマーケッ ト などのリ サイ ク ルに回

し ている

◇「 環境を守るために日頃どのよう なこ と をおこ なっ ているか」 全国調査（ 平成

28年度） と の比較（ 「 いつも行っ ている」 ＋「 だいたい行っ ている」 ）

本調査 全国

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 100（ % ）
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【家庭で日頃、排水口や三角コーナーに水切り袋を設置しているか】

割合の多い項目：「いつも使っている」67.0％（前回から 2.5 ポイント増加）

「全く設置していない」12.4％（前回から 1.9 ポイント減少）

【家庭で日頃、生ゴミのたい肥化に取り組んでいるか】

割合の多い項目：「全くしていない」51.9%（前回から 3.2 ポイント増加）

「いつもしている」20.9%（前回から 2.5 ポイント減少）

＜特記事項＞

・前回調査と比較すると、水切り袋の使用率は増加した。

・生ゴミ堆肥化については取組みに減少の傾向が見られる。

67.0

64.5

10.1

10.6

10.5

10.6

12.4

14.3

平成29年度

平成24年度

◇「 家庭における水切り 袋使用の有無」

いつも 使っ ている まあ使っ ている

あまり 使っ ていない 全く 使っ ていない

（ N= 498）

（ N= 467）

0 40 60 8020 100(%)

20.9

23.4

13.0

11.5

14.1

16.4

51.9

48.7

平成29年度

平成24年度

◇「 家庭における生ゴミ 堆肥化への取り 組みの有無」

いつも し ている まあ使っ ている あまり し ていない 全く し ていない

（ N= 513）

（ N= 468）

0 20 40 60 80 100(%)
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【四万十川や流域の環境を保全するために、寄付を募るとすれば、協力してもよいと思うか】

「思う」77.3%（前回から 4.3 ポイント減少）、「思わない」22.7%

【環境保全のための寄付協力可能な上限額】

割合の多い項目：

「～500 円くらいまで」24.8%、「～100 円くらいまで」29.3%、「～1,000 円くらいまで」20.0%

＜特記事項＞

・「思う」と答えた人はやや減少した。

・一方で、寄付しても良いと答えた人が可能な協力金額については、64.2％が「（1カ月あたり）～300

円まで」以上と回答しており、前回より高額を回答した人の割合が増加している。

77.3

81.6

22.7

18.4

平成29年度

平成24年度

◇「 四万十川流域環境保全のための寄付への協力意思」

思う 思わない

（ N= 513）

（ N= 441）
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29.3

16.2

16.4

26.6

24.8

17.1

20.0

1.0

1.5

0.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成29年度

◇「 寄付協力可能な金額の上限」

～50円く ら いまで ～100円く ら いまで ～300円く ら いまで
～500円く ら いまで ～1,000円く ら いまで ～2,000円く ら いまで
それ以上でも 協力する

（ N= 414）

（ N= 335）
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４．通信手段について

【携帯電話などの所有有無】

「持っている」83.6％（前回から 5.4 ポイント増加）、「持っていない」16.4%

【携帯電話などでのネット利用状況】

割合の多い項目：「いつも利用している」38.7%、「全く利用していない」32.2%

＜特記事項＞

・「いつも利用している」＋「まあ利用している」は 53.4％（前回から 19.1 ポイント増加）

【自宅でのネット利用の可否】

「利用できる」44.0%（前回から 1.3 ポイント増加）、「利用できない」56.0%

＜特記事項＞

・携帯電話など及びインターネット利用ともにさらに普及が進んだことがうかがえる。

78.2

83.6

21.8

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成29年度

◇「 携帯電話などの所有有無」

持っ ている 持っ ていない

（ N= 513）

（ N= 463）
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平成24年度

平成29年度

◇「 携帯電話などでのネッ ト 利用状況」

いつも 利用し ている まあ利用し ている
あまり 利用し ていない 全く 利用し ていない

（ N= 382）

（ N= 497）
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◇「 自宅でのネッ ト 利用の可否」

利用できる 利用できない

（ N= 513）

（ N= 461）
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５．居住意思と生活の満足度

【現在の居住地域に住み続けたいと思うか】

「そう思っている」86.8%（前回から 1.4 ポイント増加）、「そう思っていない」13.2%

【現在の居住地域への満足度】

満足度の高い項目：「まあ満足している」43.2%（前回から 5.7 ポイント減少）

「満足している」25.4%（前回から 6.8 ポイント増加）

＜特記事項＞

・満足度において、『満足している（「満足している」＋「まあ満足している」）』は 68.6%と、前回か

ら 1.1 ポイント微増した。

・居住意思及び満足度ともに前回から大きな変化はなかった。

85.4

86.8

14.6

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成24年度

平成29年度

◇「 現在の居住地域への居住意思」

そう 思っ ている そう 思っ ていない

（ N= 512）

（ N= 470）
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◇「 現在の居住地域への満足度」

満足し ている まあ満足し ている どちら と も いえない

やや不満である 不満である

（ N= 515）

（ N= 468）
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【現在の居住地域に対する満足率】

項目ごとに『満足率』（「十分満たされている」＋「かなり満たされている」）を確認した。

満足率の高い項目：「まわりに親しめる自然があること」74.3%

「日々の買い物など日常生活に不便がないこと」42.9％

「適切な診察や治療が受けられること」41.0％

「保育所、幼稚園が充実していること」39.7％

「病気の予防や健康の相談・指導が容易に受けられること」39.1％

＜特記事項＞

・前回と比較すると、「地震・水害・火災などへの対応がしっかりしていること」に対する満足度

が最も変化しており、9ポイント増加している。

・上位の項目の順位については、前回とほとんど変化はなかった。

74.3

42.9

41.0

39.7

39.1

36.5

34.7

29.0

27.3

26.4

26.3

23.7

20.9

19.9
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18.5

17.9

16.8
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43.5 
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37.9 
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26.0 

25.1 
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22.8 

19.7 

20.9 

18.2 

10.9 

13.8 

15.7 

14.8 

15.8 

9.7 

7 .1 

3.8 

まわり に親し める自然があるこ と

日々の買い物など日常生活に不便がないこ と

適切な診察や治療が受けら れるこ と

保育所、 幼稚園が充実し ているこ と

病気の予防や健康の相談・ 指導が

容易に受けら れるこ と

祭り 、 盆踊り 、 運動会など

自分が住んでいる地域の行事が盛んなこ と

文化遺産や史跡が大切にさ れるこ と

安心し て子供を生み育てら れる

環境が整っ ているこ と

道路がよく 整備さ れているこ と

公園や運動施設・ グラ ウンド などが

利用し やすいこ と

小・ 中学校で子供の能力を伸ばせる 教育が

受けら れるこ と

やり がいのある仕事や

自分に適し た仕事ができ るこ と

通勤・ 通学・ 通院などが快適にでき るこ と

ｽﾎﾟ ｰﾂ・ ｸﾗﾌﾞ などに気軽に入れて

適切な指導が受けら れるこ と

地震・ 水害・ 火災などへの対応が

し っ かり し ているこ と

生涯を通じ て教養を 高め、 趣味を広げら れるこ と

高校で自分の目的に合っ た教育が

受けら れるこ と

失業の不安がなく 働けるこ と

バス・ 鉄道などの公共交通機関が

利用し やすいこ と

市や町の政治に住民の要望や意見が

十分採り 入れら れるこ と

能力があっ て努力すれば誰も が

ふさ わし い地位や収入が得ら れるこ と

収入が年々確実に増えるこ と

◇「 いま住んでいる地域に対する満足度」

（ 「 十分満たさ れている」 ＋「 かなり 満たさ れている」 ）

平成29年度 平成24年度

80(% )
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